








要約:神奈川県先天異常モニタリングプログラム(KAMP)では、神奈川県内出産のほぼ半数の

出産児を対象に、人口ベースの先天異常モニタリングを継続実施している。1998 年 1 年間

の律察児総数は 32,324 人で、奇形児発生頻度は 0.83%であった。個々の奇形発生に統計的

有意な変動は認められなかった。欧米先進国で過去 30-40 年間に性比の有意な低下がみら

れたが、わが国でも同様の傾向が確認された。また、尿道下裂の発生頻度に有意の上昇が

欧米でみられたが、KAMP では確認されなかった。先天異常モニタリングは、環境監視機構

として今後も継統していくことが重要である。 


